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System Consultant Wave  

12 月 28 日（金）ケジメをつける 

お互い人間にとって、責任を明らかにするというか、ケ

ジメをつけることの大切さは、昔からよく言われてきてい

ることだが、これは今日でも変わらないと思う。もちろん、

それぞれに会社の社風や仕事の内容が違うから、その会社

の独自のやり方があるであろう。しかし、お互いに自分自

身の成長のためにも、また自分の会社がさらに飛躍し、社

会に貢献してゆくためにも、ケジメをつけるという断固と

したものを、一面において持たなければならないと思う。 

いま一度、それぞれの立場でわが身を振り返り、事をア

イマイに過ごしていないかどうか、改めて確かめてみるこ

とが大事ではないだろうか。 

 

12 月 29 日（土）理想ある政治を 

 政治には理想が大事です。日本をこうするんだという一

本筋が通ったものがなければいけない。そういうものがい

まは見られません。その場を適当におさめてやっている、

そういう状態です。 

 いまだ日本が世界で二、三十番目ということであるなら、

追いつけ追いこせということで目標もできてきますが、す

でに世界で一、二位を争うようになっている以上、そこに

より高い目標、理想を打ち出す必要があると思います。た

とえ世界で一番ということになったとしても、日本にはも

っと大きな役割があるんだからということで、より高い理

想を持ち、力強い政治を行なっていくことが必要だと思う

のです。 

 

12 月 30 日（日）静思の時 
何事も合理的でスピーディなものが尊ばれる昨今、それ

がスピーディであればあるほど、一方で静思の時というか、

ゆったりしたものがほしくなる、これが人情というか、人

間の本能的とも言える一つの姿でしよう。だから、これを

押さえることは人間の身体や生活を、とんでもなくゆがん

だものにしかねないと思います。 

ですから、夜やすむ前、床の上に坐って静かに一日を反

省する。やり方はどうあれ、そういう時を持って、一日の

ケジメをきちんとつけてこそはじめて、そこに安らぎが生

まれ、明日ヘの新たな意欲が湧いてくるのではないか。世

の中が騒々しくなるほど、そういう静思の時が必要になる

と思うのです。  

 

12 月 31 日（月）総決算 

 十二月は総決算の月。このときに当たり、一年の歩みを

ふり返り、お互いの心のケジメもつけたいものです。この

一年、よかったことはよかった、悪かったことは悪かった

と、素直に自分で採点しなければなりよせん。 

 そしてこの一年は、決して自分ひとりの力で歩

んだものではありません。自分で気づかないとこ

ろで、人びとの協力を得、また思わぬところで迷

惑をかけていることもあると思うのです。そんな

周囲の人びとの協力に対しては、ありがたく感謝

し、迷惑をかけたことに対しては謙虚に謝罪した

いと思います。そうした素直な自己反省こそ、次

の新しい年の自分の成長にプラスする何かを、必

ず与えてくれると思うのです。 

 

1 月 1 日（火）心あらたまる正月 

竹にフシがなければ、ズンベラボーで、とりとめがなく

て、風雪に耐えるあの強さも生まれてこないであろう。竹

にはやはりフシがいるのである。同様に、流れる歳月にも

やはりフシがいる。ともすれば、とりとめもなく過ぎてい

きがちな日々である。せめて年に一回はフシをつくって、

身辺を整理し、長い人生に耐える力を養いたい。 

そういう意味では、お正月は意義深くて、おめでたくて、

心もあらたまる。常日ごろ考えられないことも考えたい。

無沙汰のお詫びもしてみたい。そして、新たな勇気と希望

も生み出したい。すがすがしくて、さわやかで、お正月は

いいものである。 

 

1 月 2 日（水）信念は偉大なことを成し遂げる 

 私は、弘法大師の開かれた高野山にのぼって、非常に教

えられたことがあります。いまでこそ自動車道路も電車も

ケーブルもできていて、便利といえば便利ですが、お山を

開かれた千百数十年前に、あれだけへんぴなところを開拓

し、そこに道場をたてるという弘法大師のご執念というか、

信念というものは、想像もできないほど強いものがあった

と思うのです。われわれはなかなか弘法大師さんの境地に

ふれることはできません。けれども、私はそのとき、やは

り人の心、一念、信念というものは偉大なことを成し遂げ

るものだということを痛切に感じて、私も自分の分に応じ

た一念、信念を持たなければいけないなと感じたのです。 

 

1 月 3 日（木）不確実な時代はない 

不確実性の時代と人はよく言います。事実、思わぬこと

が次つぎと起こって混乱することがよくありますが、私は

不確実性ということは肯定しません。なぜなら、不確実な

現象は全部人間自身の活動の所産であり、人間自身が不確

実な考えを持ち、不確実な行動をするところに起こってく

るものだと思うからです。 

だから、不確実な考えや行動をやめたら、確実になって

くる。そういう自覚で仕事をすることが大切だと思います。 

未来は“確実性の時代”だという発想の転換、未来に対

処する基本的姿勢の転換こそ、今日、私たちお互いの緊急

重要事ではないかと思うのです。 

 


